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岐阜 県 に お ける タカ ネ キ マダ ラ セ セ リ と 新潟 県 に お 
ける タカ ネ ヒ カゲ の 発見 


福 田 晴 男 
東京 都 世 田谷 区 上 北沢 4 一 15 一 5 


Discovery of Carterocephalus palaeman satakei in Gifu Prefecture 
and of Oeneis asamana yazawae in INiigata Prefecture 


HARUO FUKUDA 


1. Carferocephalus palaemon satakei MATSUMURA に つい て 


現在 の と と こと ころ, タカ ネ キ マダ ラ セ セ リ は 北ア ルプ ス 南 部 と , 南ア ルプ ス 仙 丈 岳 に 生息 地 が 知ら れ て お り , その 生 
息 地 は すべ て 長野 県 下 に ある . 筆者 は , 1968 年 7 月 15 日 の 調査 で , 新た に 岐阜 県 下 よ り 本 種 を 採集 し た の で , 岐 
阜 県 新 記録 種 と し て 発表 する . 当日 , 午後 3 時 頃 か ら 絶 好 の 採集 日 和 と な り , 運 よ り 陽 当り の よい 斜面 で 本 種 の 発 
生 を 見 た . 標高 に し て 1800 m の 地点 で , 食 草 の イワ ノ ガ リア ス 和 群落 
が あ ち と ち に 見 られ た . 30 分 の 採集 で 2 頭目 撃 し , その うち 採集 し た 
1 頭 は , 当日 羽化 し た と 思わ れる 完全 品 $ で あっ た . と の 辺り は , か 
な り 谷 が 深く , 筆者 の 推定 に よる と 他 の 生息 地 よ り も 発生 が 遅い よう 
に 思わ れる . 

1 $, 15. VII. 1968, 岐阜 県 吉 城 郡上 宝 村 槍ヶ岳 右 俣 谷 滝谷 出合 
(1800 m), 筆者 採集 お よび 保存 . 写真 1 は 岐阜 県 初 記 録 の る で ある . 








2, Oeneis asamana yazawae MATSUMURA に つい て 


タカ ネ ヒ カゲ の 生息 地 は , 長野 , 山梨 , 岐阜 , 富山 の 4 県 に また が 写真 1. タカ ネ キ マダ ラ セ セ リ , 


っ て お り , 南ア ルプ ス で は 八 ガ 岳 が 唯一 の 生息 地 と し て 知ら れ , 北ア 9 (岐阜 県 産 ) 


ルプ ス で は は 広範囲 に 古っ て 生息 地 が 知ら れ て いる . と と ろ が 不思議 に 
も 新潟 県 下 よ り の 記録 が な い . 筆者 は , 1968 年 8 月 5 て 6 日 の 調査 
で , 新潟 県 下 よ り 本 種 を 多数 採集 し た の で , と と 新海 県 新 記録 種 と 
し て 発表 する . 8 月 5 日 の 夕方 , 白馬 岳 か ら 白 馬 大 池 へ 向う 途中 , 小 
夢 華 山 乏 線 2500 m の 地点 で 本 種 を 2 回 目撃 し た . 和 線 の 右側 (長野 
県 側 ) は 崖 で 左側 (新潟 県 側 ) は , 本 種 の 性 好 の 発生 地 で あっ た . 筆 
者 が 見 い 出し た 発生 地 は , 富山 , 長野 , 新潟 の 三国 境 よ り 小 蓮華 山 
(2769 m) へ 向う 途中 の 新潟 県 側 石 欄 斜 面 で ある . 標高 2.600 m の 処 
線 付近 の 石 磁 地 に は , 食 草 の イ ワ ス ゲ が 点々 と 生え , 所 々 に ハイ マツ 
も 生育 し , 又 , コマ クサ の 群落 も 見 られ , 100 m 下 に 雪渓 を 望む か ゆる 
や か な 斜面 で ある (写真 2 参照 筆者 の 推定 だ と , 新潟 側 斜 面 全 域 
に 三 っ て か な り 本 種 の 発生 地 が ある も の と 思わ れる . な お タカ ネ ヒ カ 
ゲ の 亜 種 名 は , 白馬 亜 種 (yazawae MATSUMURA) を 用 いた . 
1288 15*\, 6. VIII. 1968, 新潟 県 糸魚川 市 小 蓮 華山 (2600 m), 5 : 
筆者 採集 お よび 保存 . 写真 2. i 
写真 2 は, 新潟 県 初 記録 の タカ ネ ヒ カゲ で , 左 が \, 右 が る で , 個 CM 
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写真 8. 新潟 県 殺 魚 川 市 小 軍 開山 (2600 mm) の 
タカ ネ ヒ カゲ の 生息 地 





体 変異 が 多い . 

終り に 本 稿 を まとめ る に 際 し , 色々 と 御 教示 下さ っ 
た 九州 大 学 教養 部 の 白水 降 博士 に 感謝 の 意 を 表す る . 
参考 文献 白水 隆 (1965 う : 日 本 の 蝶 , 北 隆 館 














クロ アゲ へ ハ 無 尾 型 を 鳥取 県 で 採集 


浜 田 啓 香 
犬 阪 市 東淀川 区 三国 本 町 3 丁目 428 
先日 標本 整理 中 に 鳥取 県 下 で 採集 され た クロ アゲ 
へ Papilio protenor demetrius CRAMER の 無 尾 
型 1 ぐ を 見 出し まし た の で 報告 し ます . と の 標本 は 
1968 年 8 月 7 日 に 鳥取 県 八頭 郡 用 瀬 町 金屋 で 鳥取 市 
の 本 田 信雄 氏 に よっ て 採集 され た も の で す . 鳥取 県 
下 で クロ アゲ ハ の 無 尾 型 が 採集 され た の は 恐らく 初 




















鳥取 県 産 ク ロア ゲハ 無 尾 型 $ 





(編集 後記 ) 誌 も や っ と 正常 発行 に も どり 
編集 者 と し て も 一 安心 で す . 次 号 20(3/4) は すでに 
組版 が 進行 中 で これ は 7 月 に 発行 の 予定 で す . と の 
20(3/4) を も っ て 本 年 度 の 会 報 は 完了 と な り ま す . 
昭和 45 年 度 分 の 21C1/2) は 明 年 1 月 発行 の 予定 で す 
が , と の 分 の 原稿 は 9 月 末 に 印刷 所 に 廻し ます の 
で , 早く 投稿 され て も それ まで は 印刷 に な り ま せん 
の で 御 了 承 下 さい . 

投稿 の 際 は 最新 号 を 参照 し て , それ 形式 を 合せ 
る よう に し て 下さ い . 短編 以外 は 著者 校正 を 行っ て 
お り ま す が , その 際 に 同 真 内 の 行 数 が 変更 に な る よ 
うな 大 中 な 書き と みや 削除 は 特別 の 場合 の ほか は し 
な いよ うお 願い し ます . ( 白 水際 ) 








本 誌 第 19 巻 第 3 ・ 4 号 の 訂正 (117 頁 20 行 目 ) 


誤 KAEMPEEL 証人 KAEMPFER 
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